
神
姫
バ
ス
中
地
下
車

　
27 

思
案
橋
行
き
　
姫
路
駅︵
北
口
︶
発

　
28 

製
鉄
記
念
広
畑
病
院
行
き
　
姫
路
駅︵
北
口
︶
発

　
97 

手
柄
山
ル
ー
プ
バ
ス
　
姫
路
駅︵
南
口
︶
発
　
土
日
祝
の
み
運
行

起
点
　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
会
館
前
↓
中
地
地
蔵
↓
︵
６
５
０
ｍ
︶
↓
町
坪
構
居
跡
↓

︵
６
０
０
ｍ
︶
↓
大
年
神
社
・
玉
手
地
蔵
・
善
正
寺
↓
︵
６
０
０
ｍ
︶
↓
町
坪
構
居
跡

↓
︵
２
５
０
ｍ
︶
↓
町
坪
五
輪
塔
↓
︵
２
０
０
ｍ
︶
↓
室
津
道
の
常
夜
燈
↓
︵
１
３

０
０
ｍ
︶
↓
興
宗
寺
・
苫
道
国
主
神
社
↓
︵
１
５
０
０
ｍ
︶
↓
法
輪
寺
↓
︵
６
５

０
ｍ
︶
↓
船
場
別
院
本
徳
寺
御
山
廟
所
↓
︵
１
０
０
ｍ
︶
↓
荒
川
神
社
︵
５
５
０

ｍ
︶↓
岡
田
北
公
園
↓︵
１
４
５
０
ｍ
︶↓
西
庄
地
蔵
石
仏
↓︵
７
５
０
ｍ
︶
↓
土
山

八
幡
神
社
↓
終
点
　
神
姫
バ
ス
土
山
神
社
前
　
全
行
程
約
８
・
６
㎞

　
※
十
二
所
線
　
西
土
山
バ
ス
停
か
ら
は
本
数
が
多
い 

一
九
〇
三
年
頃
の
荒
川
地
区
地
形
図

交

通

案

内

コ
ー
ス
案
内

表

紙

説

明
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荒
川
地
区
は
、
鬢
櫛
山
か
ら
苫
編
山
に
至
る
荒
川
山
塊
の
東
に
あ
り
、
夢
前
川
の
旧
流
路
に
よ
っ
て

形
成
さ
れ
た
氾
濫
平
野
に
立
地
し
て
い
る
。
旧
流
路
は
本
流
の
大
井
川
と
支
流
の
水
尾
川
が
荒
川
地
区
を

貫
流
、
土
砂
な
ど
の
流
入
に
よ
る
堆
積
地
を
形
成
し
た
が
、
洪
水
な
ど
の
水
害
も
度
々
あ
る
な
ど
、
荒
川

地
区
は
か
な
り
の
湿
地
帯
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
明
暦
元
年
︵
一
六
五
五
︶
藩
の
工
事
に
よ
り
、

夢
前
川
の
水
路
は
全
て
姫
路
西
部
に
付
け
替
え
ら
れ
た
た
め
に
、
逆
に
水
不
足
が
起
こ
り
、
集
落
の
間
で

水
騒
動
も
あ
っ
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
明
治
二
十
二
年
、
西
庄
、
土
山
、
井
ノ
口
、
岡
田
、
町
坪
、
中
地
、

玉
手
、
苫
編
の
八
か
村
を
合
わ
せ
て
村
制
を
布
き
、
荒
川
神
社
の
社
名
か
ら
﹁
荒
川
村
﹂
と
し
た
。

文化財をたずねて

 荒 川 め ぐ り
町
坪
構
居
跡

　﹃
播
磨
鑑
﹄
に
よ
れ
ば
領
主
は
、

英
賀
城
三
木
氏
の
家
臣
で
町
之

坪
弾
四
郎
主
水
佐
。
東
西
二
十

八
間
、
南
北
二
十
六
間
の
平
城
。

天
正
八
年
︵
一
五
八
〇
︶
秀
吉

の
英
賀
城
攻
略
に
よ
っ
て
落
城

し
た
。
町
坪
集
落
の
中
央
に
あ

る
本
丸
跡
を
中
心
に
堀
跡
が
残

さ
れ
て
い
る
。
構
居
跡
の
南
西

隅
に
五
輪
塔
群
が
あ
る
。

玉
手
地
蔵
石
仏

　
水
守
地
蔵
尊
︵
西
向
き
地
蔵
︶

と
も
よ
ば
れ
、
も
と
千
両
塚
の

近
く
に
安
置
さ
れ
て
い
た
が
、

明
治
の
は
じ
め
現
在
地
に
移
し

た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
高
さ
約

五
〇
㎝
、
花
崗
岩
製
。

室
津
道
の
常
夜
燈

　
町
坪
の
用
水
路
脇
に
建
て
ら

れ
て
い
る
。
高
さ
二
・
一
三
ｍ
で

凝
灰
岩
製
。
﹁
慶
応
二
丙
寅
五

月
立
之
　
金
毘
羅
大
権
現
　
願

人
為
右
衛
門
﹂
と
あ
り
、
基
礎
に

﹁
八
十
次
　
儀
三
良
　
惣
助
　

豊
次
良
　
孫
四
良
　
永
三
良
　

清
右
ヱ
門
　
源
太
夫
　
嘉
右
ヱ

門
　
伊
八
良
﹂
と
、
世
話
人

一
〇
人
の
名
前
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

苫
道
国
主
神
社

　
当
地
に
は
往
古
よ
り
苫
を
編

み
家
屋
を
作
る
風
習
が
あ
り
、

ま
た
神
麻
に
供
す
る
苫
を
運
ぶ

要
路
に
当
た
っ
て
い
た
こ
と
か

ら
﹁
苫
編
﹂
﹁
苫
道
﹂
と
呼
ば

れ
た
。
土
地
開
発
神
・
播
磨
守

護
神
と
し
、
請
山
に
鎮
守
の
神

と
し
て
創
始
さ
れ
て
い
る
。
お

旅
所
か
ら
は
播
磨
灘
が
一
望
で
き
、

絶
景
で
あ
る
。

四
ツ
池

　
北
か
ら
町
坪
池
、
玉
手
池
、

高
町
池
、
苫
編
池
と
並
ぶ
灌
漑

用
水
池
。
谷
の
下
方
を
せ
き
止

め
て
造
ら
れ
る
谷
池
方
式
の
溜

池
で
あ
る
。
荒
川
地
区
は
、
夢

前
川
の
旧
流
路
が
貫
流
し
て
い

た
が
、
明
暦
元
年
︵
一
六
五
五
︶

姫
路
藩
の
夢
前
川
付
け
替
え
工

事
に
よ
り
用
水
不
足
と
な
り
、

し
ば
し
ば
水
論
が
起
こ
っ
た
。

こ
の
際
す
で
に
造
ら
れ
て
い
た

四
ツ
池
の
用
水
が
利
用
さ
れ
た

と
記
録
に
あ
る
が
い
つ
頃
で
き

た
か
は
不
明
。

法
輪
寺

　
寺
の
由
来
は
平
安
時
代
に
さ

か
の
ぼ
り
、
江
戸
期
に
妙
心
寺

派
佛
日
山
法
輪
寺
と
な
る
。
本

尊
は
行
基
作
と
伝
え
ら
れ
る
薬

師
如
来
。
天
正
八
年
︵
一
五
八

〇
︶
羽
柴
秀
吉
が
、
英
賀
城
攻

め
の
と
き
、
軽
装
で
当
寺
に
立

寄
り
茶
を
所
望
し
た
と
こ
ろ
、

白
湯
で
接
待
さ
れ
、
﹁
湯
沢
山

茶
く
れ
ん
寺
﹂
の
寺
号
を
与
え

た
伝
承

で
知
ら

れ
て
い

る
。
カ

ヤ
の
保

存
樹
が

あ
る
。

船
場
別
院
本
徳
寺
御
山

廟
所

　
船
場
本
徳
寺
は
、
元
和
四
年

︵
一
六
一
八
︶
姫
路
城
主
本
多

忠
政
が
、
東
本
願
寺
十
三
世
宣

如
の
願
に
よ
っ
て
、
旧
池
田
家

組
屋
敷
跡
を
寄
付
し
て
建
て
ら

れ
た
が
、
そ
の
後
、
本
堂
の
再

建
に
よ
っ
て
本
堂
裏
の
廟
所
と

墓
地
が
狭
く
な
り
、
宝
永
七
年

︵
一
七
一
〇
︶
城
主
榊
原
政
邦

の
寄
付
に
よ
っ
て
、
井
ノ
口
字

済
ケ
岡
に
廟
所
が
移
さ
れ
た
。

通
称
、
東
の
御
山
と
よ
ば
れ
、

一
般
門
信
徒
の
墓
塔
も
多
数
建

立
さ
れ
て
い
る
。

荒
川
神
社

　
祭
神
は
、
水
波
能
女
神
、
手

置
帆
負
神
、
彦
左
知
神
。
荒
川

地
区
は
夢
前
川
の
旧
流
路
に
よ

る
氾
濫
平
野
に
立
地
す
る
た
め
、

古
く
か
ら
度
重
な
る
洪
水
被

害
を
受
け
て
き
た
と
み
ら
れ
、

水
の
主
宰
神
・
水
波
能
女
神
を

勧
請
、
の
ち
に
村
名
と
な
っ
た

荒
川
明
神
の
社
名
が
起
こ
っ
た

も
の
で
あ
ろ
う
。
拝
殿
正
面
の

荒
川
神
社
額
は
播
磨
聖
人
と
い

わ
れ
た
儒
学
者
︵
教
育
者
︶
亀

山
雲
平
の
書
。
秋
祭
り
は
小
芋

祭
り
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

岡
田
北
公
園

　
古
く
か
ら
済
川
︵
す
く
い
が

わ
︶
が
流
れ
、
湧
水
が
豊
富
に

自
噴
し
て
い
た
。
北
の
湧
水
池
は
、

昔
子
供
た
ち
の
泳
ぐ
姿
が
見
ら

れ
た
。
今
は
、
親
水
空
間
を

生
か
し
た
岡
田
北
公
園
に
な
っ
て

い
る
。
南
の
湧
水
池
は
枯
渇
し
、

チ
ビ
ッ
子
広
場
に
な
っ
て
い
る
。

西
庄
地
蔵
石
仏

　
　

︵
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
地
蔵
︶

　
西
庄
集
落
の
西
の
山
腹
、
高
さ

一
〇
ｍ
ほ
ど
の
断
崖
の
岩
陰
に

置
か
れ
て
い
る
。
像
高
九
〇
㎝
、

凝
灰
岩
製
の
地
蔵
立
像
。
左
手
に

作
り
出
し
の
宝
珠
を
抱
き
、
右

手
に
錫
杖
を
持
つ
。
円
形
光
背
、

仏
身
・
蓮
座
を
一
石
で
彫
成
、

向
っ
て
左
側
面
に
﹁
貞
治
六
　

︵
一
三
六
七
︶
丁
未
十
月
日
﹂﹁
普

為
法
界
衆
生
　
願
主
成
西
敬
白
﹂

の
刻
銘
が
あ
る
。
姫
路
の
地
蔵

石
仏
で
は
、
古
い
も
の
の
ひ
と
つ
。

土
山
八
幡
神
社

　
古
く
は
築
山
八
幡
宮
と
よ

ば
れ
、
祭
神
は
誉
田
別
命
・
息

長
足
姫
命
・
姫
大
神
。
拝
殿

前
の
石
燈
籠
は
文
化
十
年
︵
一

八
一
三
︶
銘
、
当
村
氏
子
庄
村

若
連
中
の
寄
進
。
境
内
の
保
存

樹
ク
ス
ノ
キ
は
周
三
・
四
ｍ
。

大
井
川
分
水
堰

　
琴
丘
高
校
の
東
、
明
治
九
年

か
ら
二
十
年
以
上
に
わ
た
っ
た

大
井
川
水
論
和
解
の
分
水
堰
。

川
下
に
向
っ
て
左
側
面
に
﹁
明

治
三
十
年
六
月
川
巾
七
尺
﹂
右

側
面
に
﹁
明
治
三
十
年
六
月
川

巾
三
尺
二
寸
﹂
と
施
刻
。
長
さ

二
・
五
八
ｍ
、
巾
四
〇
㎝
の
舟

形
分
水
堰
。
土
山
地
区
と
西
庄

地
区
に
、
七
対
三
の
割
合
で

分
水
さ
れ
て
い
る
。
以
降
、
紛

争
防
止
の
た
め
に
地
蔵
講
を
つ

く
り
、
監
視
機
関
と
し
た
。

堂
田
・
八
反
長
遺
跡

　
岡
田
集
落
の
南
東
に
あ
り
、

夢
前
川
の
旧
流
路
に
よ
っ
て

形
成
さ
れ
た
氾
濫
平
野
に
位
置

す
る
。
縄
文
時
代
晩
期
を
中
心

と
す
る
遺
跡
。
昭
和
五
十
五
年

以
降
、
水
尾
川
の
改
修
工
事

等
に
伴
っ
て
実
施
さ
れ
た
発
掘

調
査
に
よ
っ
て
、
縄
文
土
器
や

石
棒
・
打
製
石
斧
な
ど
が
出
土
。

土
器
と
共
に
、
ハ
マ
グ
リ
・
セ

タ
シ
ジ
ミ
な
ど
十
三
種
類
の

海
水
産
の
貝
類
、
タ
イ
の
魚
骨
、

シ
カ
・
イ
ノ
シ
シ
・
カ
ワ
ウ
ソ

な
ど
の
獣
骨
も
検
出
さ
れ
た
。
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